
Sannose Gohonjin Art Museum

広島市内から車で約６０分
呉市内から国道185号線を竹原方面へ。安芸灘大橋（有料）を渡った最初
の島が下蒲刈島です。下蒲刈市民センター前の無料駐車場をご利用ください。

JR 呉線で広駅を下車。広駅前の道路を渡ったところにある「広駅前」
バス停から瀬戸内産交運行の「営農センター・沖友天満宮行き」バスに
乗車。「下蒲刈中学校」または「三之瀬」で下車。バスは上下線とも
毎時１本運行しています。
［バスに関するお問い合わせ︓瀬戸内産交（株）TEL 0823−70−7051]

指定施設にて1,000円以上ご利用の方に安芸灘大橋の帰りの通行券を進呈！
詳しくは、呉市観光案内所 TEL:0823-23-7845 まで
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◇陶磁器館　開催中 ー  4/6 （月）
　所蔵品展Ⅴ『 KAKIEMON
　　ー ヨーロッパを魅了した伊万里 ー 』   
 

◇朝鮮通信使資料館（御馳走一番館）
　開催中 ー  4/6 （月）
    所蔵品展Ⅴ『国書ー 国交を支えた書簡 ー 』  

 所蔵品展Ⅴ
開催中 －  4/20 （月）
『 寺内萬治郎の
   　　　　あゆみ』

 ◇所蔵品展Ⅴ
3/20（金）ー  5/17 （日）
『日本画で愉しむ 
  　　四季折々の風景』 江戸初期に福島正則がつ

くった船着き場。参勤交代
の西国大名や朝鮮通信使も
ここから上陸しました。

1. 南薫造《石膏像と花》油彩・キャンバス

2. 安井曾太郎《雉子》1933 年 油彩・キャンバス

3.須田国太郎《静物（蔬菜）》　1940 年 油彩・キャンバス

4. 鳥海青児《かぼちゃと茶碗》 1959-62 年 油彩・キャンバス

5. 森田恒友《野菜帖》1933 年 水彩・紙

6. 池田栄廣《コレクション》 1985 年 紙本彩色

　本展では、所蔵作品の中から近現代の日本の画家たちによる静物画を
取り上げ、画家それぞれのまなざしが映し出す静物画の魅力に迫ります。
　静物画とは、野菜や果物、花、器、楽器、日用品、コレクション品など、
動かないモノを配置して描いた絵画を指します。動かない対象だからこそ、
画家はじっくりと向き合い、形のあり方や光の移ろい、色の重なり、
質感の違い、物同士の距離が生む緊張や調和を丹念に探りながら、
そこに自身の感性や構成の意図を反映させてきました。また、花が開き、
果物が熟し、やがて萎れていくように、静かに変化する “生” の姿は、
画家にとって時間の流れや生と死の気配を感じ取る契機ともなります。
そうした感覚が作品へと昇華されることで、描かれたモノは画家の手に
よって特別な存在へと変わり、鑑賞者は思いがけない美に引き留められ、
想像力をかき立てられるのです。
　静物画の歴史をたどると、その源流は西洋絵画にあり、古くは日用品
などが装飾または宗教的・実用的意味をもって壁画などに描かれました。
中世には宗教画の一部として花や果物が描かれ、静物画が独立した
ジャンルとして大きく発展したのは 17 世紀オランダです。18～ 19 世紀
には印象派の影響で光と色彩表現が重視され、20 世紀以降は抽象表現
の広がりとともに、静物画も自由な造形の場として多様な展開を見せ
ました。静物画は「モノを描く」ことにとどまらず、「モノをどう見るか」
という視点を通して、時代ごとに多様な表現を生み出してきたのです。
　本展では、こうした西洋絵画の流れを受けつつ、20 世紀以降の日本
で独自の表現を追求した画家たちの静物画を中心に、同時代の日本画
による静物作品もあわせて紹介します。この機会に、奥深い静物画の
魅力に触れてみませんか。

静物画の魅力モノへのまなざし 
The charm of still life paintings
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